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１．はじめに 
本学でおこなわれている水泳教室におい

て脳性まひ児 M の担当となった．当初，Ｍ

は自分勝手な行動をするなど指導困難な状

態だったが，１年間半後，筆者の指示に従

い水泳の練習がおこなえるようになった．

そこで本研究ではＭの１年間半の変化から，

その理由を検討することを目的とした． 
 水泳教室ではあまり積極的に泳がないＭ

が遠泳大会に参加し１ｋｍ泳ぐことができ

た．そこで，本研究ではさらに，水泳教室

と遠泳大会の相違点をあげ，今後の水泳教

室にできることを検討し，提案することを

目的とする． 
２．研究方法 
対象児は小学５年生，脳性まひ児の女子

Ｍである。2011 年 4 月 14 日～2012 年 7 月

5日と遠泳大会の 2012年 9月 4日の記録か

ら症例研究をおこなった． 
３．結果と考察 
１）集中すること 
ＭはＭの近くに筆者以外の学生や子ども

が見える位置にいると泳ぐのをやめ，その

場に立ったり筆者にひっついてきたりと泳

ぐ練習ができなかった．また，学生Ａを見

つけるとその場に立ち遊び始めることも多

く，水泳指導ができなかった．そこで，他

の学生や子どもから離し，学生Ａと違うコ

ースに入った．その結果，Ｍは泳ぐことに

集中し水泳指導ができた．Ｍはまわりに他

の学生と子どもや学生Ａがいるといったざ

わついた環境，すなわちマイナスの刺激が

多すぎて練習ができない．Ｍを学生Ａや子

どもから離すことで練習に集中して取り組

むのではないかと考えた．また，遊んでい

る人の中で泳ぐと，遊んでいいのか泳いで

いいのかと迷いが生まれていた．学生Ａと

子どもたちから離すことで迷いが消え，安

心して練習に取り組めるのでないかと考え

られた． 
２）理解すること 
 指導した当初，Ｍは筆者の説明を聞きい

れず，指示に従わなかった．指示に従わな

いときのＭと筆者の視線は合っていなかっ

た．Ｍの名前を呼びかけても反応がなく，

どのように接すればよいかわからなかった．

そこでまずＭと視線を合わせた．Ｍの関心

が筆者にないと考えたので、視線を合わせ

ることでＭの興味・関心がこちらに向くと

考えられた．しかし，視線を合わせるだけ

では筆者の指示に従わないときがあった．

そこで， Ｍとスキンシップをはかった．す

ると筆者の指示に従った．Ｍの体に触れる

ことで，Ｍの関心を他のことからこちらに

引きつけ，筆者への関心から逃れられない

ようになるではないかと考えられた． 
４ まとめ 
 Ｍを他の学生や子どもから離すことで泳

ぐことに集中させた．だから，Ｍが集中し

て練習に取り組むためには，環境が整えら

れていることが重要である． 
 今後のＭの水泳指導では，泳ぐ人遊ぶ人

でコースを分けることや，道具を整備し水

泳教室内の秩序が保たれるような環境が配

慮されることが期待される． 
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